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1月5日百ト2月"臼却

1月か5の展示

入江泰舌 r.副 大和と京
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カメラエッセイ 自然と叉化ー
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矢旬正・

「グループ惣J11';:奥表現のn山，

創造+撃を..， 写奥変化の..  

向Lを"的とする 11+-，;<<-*箇会

(J PSI"良企也会員の4可制よ
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日 B
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-.(1<1;1"(，"叫いだし

た入江.."皆は 日本人

の感性や義..を形作

る匂川花やわぴ

きびとい勺式仏銃自肉な
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， ' ，すι 令例の鰻d は

その"から還んだ作品

拠点で憎袋しまし文 L

1月5日冒い3月"因。。
日 A

国

，.眠制 午前9略字、午後5時 (人鮪'" 時打で)

"本館81月・8
I開】 大人 肌酎地酬

小 中学!t.HX門

大 制大醐
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意
ホ 良市公民館大 ム一品

外同人から見た奈良、 H本;荷主盟大会も間協

・とき 1月" 日働、 2月 2日(日) ・ ところ 中央公民館 11二三条町23-4 ft包括 6S(6)

中央公民館を臥じめ市内21の弘、民館で芯 ~疋敏育の樋~と して多惨~学習活劃わ行わ

れています.日ごろ T学習院泉を広くm院のみ怒さんlζ発愛し 公民館と地質社会との.m
の舗を広げるためご開きます.

大会中さ.ざ.忽催しび開b'fI:J"すので ぜひこの後釘ζ公民館にお組しくfささい.

.開会記意講演
Iとをllj)ll日 幽 前 岬 哨

"・*-"'1
I鱒舗"制白人

(フ リ ーアナウ~サー)

【テマ】 明日aらの自分の為に

.31日個
師 陣示閥 午前畑守一午後5崎川 陪 釧

公民館で学習した人た%の.盛岡写奥・..岡 焼

毒物剥繍パッチワーク事の作品展示

。人慣に刊で割引事ル軒とピ問問

午前9・e唱件、午後5時"陪念宣)

17 マ1 市民の交4とilii'iの鎗金広げよう
。相暗 午後 1時半-，時 (5"_-j;一川

合同向 寝醤河町嵯 グノス 毎陶 '"期縫等.公"

iJIf1 1'_グループによる争膏受ん

。刺聖断付ー 午前ゆト午後2時(団体連絡草創作竜}

.1日出
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